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青白磁グラデーションの交差と反転
久保田厚子
はじめに
グリッドシステムによるパターン展開 l と 2 において
は、グラデーションは接するパターンの境で濃度が変化
していなければならなかった。もし展開するパターンが
全く 同じ階調にあれば、その二つの図形は l つに結合し
てしまう。ところが同ーの階調のグラデーションであっ
ても、図形の問に分割線が存在すればパターンは合体せ
ずに独立できる 。 連続する図形とその背景が、逆階調の
グラデーションでぶつかり交差した後に反転する視覚効
来を、青白磁の造形で表現したい。本研究は青白磁釉の
濃淡グラデーションによるパターンを、縦横に交差、反
転させ展開する実験である。
1.研究の考え方
1）基本図形は正方形のリピートパターンとする。
2）基本図形の展開は績と縦の二つの方向性を持つ。
3）基本図形の余白は反転するための余白図形となる。
4）グラデーションは5段階を想定する 。
5）グラデーシヨンは基本図形の横列と縦列、余白図形
の横列と縦列の4方向に展開し、反転する。
2 ，基本図形
図1.において正方形パターンの間隔は、正方形1辺を1
とすると、1÷√2である。この割合で、縦横に正方形を配
置し横列の基本図形ができる。
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図2，縦列の基本図形
正方形を45度回転させて描いた縦列の基本図形である。
図1.と図2.をあわせて完成した基本図形の図3.は、平面を
四方連続模様の幾何学図形で正則に配置分割したパター
ンである 。
3.基本グラテーション
図4.は、図1.横列の基本図形に5段階グラデーションを
45度の斜め方向に与えている。この時単純に縦横にグラ
図2.は、図 1.で出来た正方形パターンの聞に同寸法の デーションを与えることはもちろん可能である 。
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図１.横列の基本図形
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図3，合体し完成した基本図形
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図6.基本グラデーション
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図4.横列基本グラデーション
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在が分かりやすい。 そして図8では余白の縦列と横列に、
それぞれ別に5段階グラデーションを与え、余白のグラ
デーションを完成させた。
5 基本クラデーションと余白クラデーションの合成
図5.の縦列基本グラデーションに縦列余白グラデーシ
ョンを合成すると｜豆19. として視覚化出来る。 ここにも新
しい造形効果が出現している。さらに図5.の縦列基本グ
ラデーションに横列の余白グラデーションを合成し視覚
イヒする と、図10. となる。 図10.において、図9とは興なる
造形効果が出現し最終パターンへの期待が高まる。
図9.と図10.を合成した図11.は縦列基本グラデーショ
ンのみが欠落した状態である。 ここでは3方向にグラデ
ー ションが交差し反転している。
図7.余白の6角形パターン図5.縦列基本グラデーション
基本図形が同じでもグラデーションの与え方を変えれ
ば異なった視覚効果が得られる。
図5.は図2縦列の基本図形に5段階グラデーションを45
度斜め方向に与えている。この時もまた、単純に縦横方
向にグラデーションを展開することが可能で、あり、バリ
エーションを予感させる。
図4 と図5をあわせて完成した基本のグラデー ション
が図6.基本グラデーションである。 この段階ですでにモ
アレ効果のような不思議な視覚効果が生まれている。
4 余白図形クラデーション
図7は余白部分の6角形パターンすなわち、図形の地（じ）
に対する余（あま）を視覚化する為、縦方向と横方向に
異なるグレーを載せたものである。余白の縦横の列の存
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凶10. 横方向の余白グラデーション
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図11. 縦列基本グラデーションと余白グラデーションの合成
係でそれぞれのグラデー ションを交差させ反転して行く
本研究は、全く類例を見せない造形である。
このデザインによる青白磁大血を2点制作し、 2005年
の第18回日本陶芸展と第52回日本伝統工芸展の 2 つの全
国公募展に出品し、入選した。 （巻末カラーページ参照）
本研究は幾何学的な四方連続模様だけで、なく、満天に
開花した桜や、 たわわに実ったオリ ーブなどの具象的パ
タ ー ンにおいても展開可能である。 青白磁造形における
極めて実験的な試みとして今後も継続したい。
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図9.縦方向の余白グラデーション
6 パタ ー ンデザイ ンの完成
4方向にグラデーションが交差し反転する完成デザイ
ンが次ページの図12.である 。
図6.基本図形グラデーションでは、 2 方向のグラデー
ションの交差と反転で、規則的に明るい領域と暗い領域
が出現した。 さらに余白図形による新たな 2 方向のグラ
デー シ ョン（図8.）が加わった図12.は、 3 種類の島が規
則的に現れている。 すなわち、 1）全体が明るく輝く領域、
2）背景が暗い中に明るい正方形がくっきり見える領域、
3 ） 逆光のように暗い正方形が明るく輝く背景の前に見
える領域、の3つの島である。
7 ま とめ
図形が白いアウ ト ラインを持ち、パター ンと背景の関
余白のグラ
ノの合成
グラデー シ
ここにも新
まる。
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図12. 完成したパタ ーンデザイン
1'!13. 青白磁幾何学文大皿 （部分）
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